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秘
書
公
室

秘書課

政策秘書係
町長・副町長の秘書業務、広聴、広報やちよの発行、コミュ

ニティ活動、行政区運営の推進、情報政策、町ホームページ

などに関すること

広報・シティプロモーション係

コミュニティ係

情報政策係

総
務
部

総務課

行政管理係
議会、情報公開及び個人情報保護、選挙、職員の人事管理・

給与・福利厚生、文書及び法規などに関すること
人事給与係

文書法制係

消防交通課

消防係
消防、水防、交通安全、県民交通災害共済、防犯、犯罪被害

者支援、地域防災計画、防災及び危機管理などに関すること
交通防犯係

防災危機管理室

税務課

収納管理係

町税の賦課、町税・国民健康保険税の徴収、町税の証明書

（所得、納税、固定資産証明書など）の発行などに関すること

徴収対策班

資産税係

住民税係

戸籍住民課
住民係 戸籍、住民票、印鑑登録、埋火葬許可、パスポート、マイナ

ンバーカードの交付、在留関連事務などに関すること戸籍係

企
画
財
政
部

まちづくり推進課

企画政策係 総合計画、国土利用計画、行財政改革、地方分権、男女共同

参画、まち・ひと・しごと創生総合戦略、企業誘致などに関

すること

企画調整係

総合戦略室

財務課
財政係 財政計画、予算編成、公有財産、契約及び検査などに関する

こと契約管財係

保
健
福
祉
部

福祉課

社会福祉係 民生委員・児童委員、生活保護、町民バス、障がい者福祉、

児童福祉、児童手当、保育園及び幼稚園、子育て支援などに

関すること

障がい福祉係

子育て支援室

長寿支援課

高齢福祉係

介護保険係

介護管理係

地域包括支援センター

高齢者福祉、介護保険、介護予防、地域密着型サービス、高

齢者支援などに関すること

町では、社会情勢の変化による定住化促進、高齢化対策、人口減少対策など避けて通れない政策課題の解

決を図るため、行政組織の強化、見直しを行います。

新しい組織では、限られた財源、職員で最大の効果をあげられるよう、組織間の連携強化、意思決定の迅

速化などを図るため部制を導入するとともに、住民の皆さんに対する行政サービスのさらなる向上を目指し、

よりわかりやすい、より使いやすい組織機構を目指します。

部 課 係 主な業務
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国保年金課

国保係
国民健康保険、国民健康保険税の賦課、後期高齢者医療、医

療福祉（マル福）、国民年金などに関すること
保険税係

医療年金係

健康増進課 保健係
各種検診、健康相談、予防接種、母子保健、母子健康手帳交

付、献血などに関すること

保
健
福
祉
部

産
業
建
設
部

産業振興課

農政係

農業の振興、林地の保全、土地改良事業、商工業の振興、観

光、消費行政などに関すること

農業振興係

商工観光係

土地改良係

都市建設課

道路整備係
道路・橋・河川の整備及び維持管理、町道の認定、町道の占

用許可、建築及び土地開発指導、土地区画整理事業などに関

すること

道路河川管理係

都市計画係

区画整理係

環境対策課
生活環境係 環境保全、一般廃棄物の処理、リサイクル、公害対策、狂犬

病予防、空き家対策などに関すること環境対策係

上下水道課

上水道係
上水道、公共下水道、合併浄化槽、農業集落排水に関するこ

と
下水道係

農業集落排水係

教
育
委
員
会

学校教育課

庶務係
教育委員会全般、小中学校施設整備及び維持管理、小中学校

の就学、学校保健などに関すること
施設係

学務係

生涯学習課

生涯学習係

生涯学習、社会教育振興、歴史民俗資料館、総合体育館、海

洋センター、中央公民館、図書館などに関すること

文化係

スポーツ振興係

公民館係

図書館係

給食センター 給食係 学校給食全般に関すること

部 課 係 主な業務

問い合わせ 企画財政課 企画係 内線３２１０

会計課
出納係 現金等の出納及び保管、歳入歳出決算、会計事務の検査及び

指導などに関すること審査係

議会事務局
庶務係

町議会全般に関すること
議事係

農業委員会事務局
庶務係 農業委員会全般、農業者年金、農用地利用銀行、農地転用、

農地相談などに関すること農地係
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町・県民税の申告相談はお早めに

個人番号カード

（番号確認と身元確認）

この申告は平成29年１月１日現在、八千代町に住所のある人が平成28年中の所得について申告していただくも

のです。

１ 申告が必要な人

①事業所得（営業・農業）、不動産所得、雑所得（年金等）、配当所得、譲渡所得などの所得があった方

※東京電力原発事故賠償金や米の戸別所得補償交付金も事業所得（農業）の雑収入となります。

②給与所得のあった方で、次の場合

ア 勤務先から八千代町へ給与支払い報告書が提出されていない方

イ ２カ所以上から給与の支払いを受けた方

ウ 平成28年中に会社を退職された方（再就職して前職分を合算し、年末調整をされた方は除く）

エ 給与以外に所得のあった方（給与以外の所得が20万円以下で確定申告の必要のない場合も、町・県民税の申

告は必要です）

③町・県民税は所得がなくてもその旨の申告が必要です。

④各種借入金や、扶養、住宅の申請に必要な所得・課税等の証明書を必要とする方

２ 申告に必要なもの

印鑑（シャチハタ印は除く）／マイナンバー（上記参照）／ 平成28年中の給与・年金の源泉徴収票（原本）／ 事

業所得、不動産所得のあった方は収支内訳書の記入をお願いします

○ 該当する場合に必要なもの

■社会保険料控除

国民健康保険税・国民年金保険料などの領収書（証

明書）

■小規模企業共済掛金控除

小規模企業共済掛金の支払証明書

■生命保険料控除

生命保険料・介護医療保険料、個人年金の支払額

証明書

■地震保険料控除

長期損害保険料、地震保険料の支払額証明書

※通知カードは平成

27年11月頃、簡易書

留で世帯ごとに郵
送されています

今年の申告は２つの変更があります
１つ目 申告相談の会場が役場のみの１会場になります

各集落センターで行っていた申告相談は行いません。役場庁舎１階町民ホールで行います。

２つ目 申告にマイナンバーが必要になります

申告書等にマイナンバーの記載が必要になります。マイナンバーを記載するため、次のいずれか

の書類をお持ちください。

または

■勤労学生控除 学生証の写し

■障害者控除

障害者手帳または障害者控除等対象者認定書

■寄付金控除 寄付金支払証明書

問い合わせ 税務課住民税係 内線１３３０

通知カード※ ＋ 運転免許証、健康保険証など

（番号確認） （身元確認）
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問 下館税務署 ℡２４－２１２１下館税務署から確定申告のお知らせ

※ 申告書の作成には時間がかかりますので、午後４時までにお越しください。

※ 会場が混雑している場合は、受け付けを早めに締め切ることがあります。

会 場 下館税務署 筑西市丙116番地16筑西しもだて合同庁舎

開設期間 ２月16日（木）～ ３月15日（水）（土曜日・日曜日を除く）

受付時間 午前８時30分から（相談は午前９時から午後５時まで）

□所得税の還付申告をする場合

預貯金の口座番号（本人名義）が分かるもの

衣料品等の洗濯表示が変わりました
12月から新しい洗濯表示のついた衣料品等の販売が始まりました。新しい洗濯表示は、国際規格と同じ

記号となり、記号の種類が22種類から41種類に増え、衣料品等の取り扱いに関するきめ細かい情報が表示

されるようになりました。長年使い慣れた洗濯表示の記号が変わりましたので注意が必要です。

■医療費控除

医療費明細書（封筒）に医療を受けた人ごとに支

払額を記入し、領収書及び補てん金額のわかるも

のをいれてください

■住宅借入金等特別控除

１年目 住民票／借入金の年末残高証明書／売買

契約書・請負契約書・建築確認通知書の

写し／家屋の登記簿謄本／敷地の登記簿

謄本・売買契約書の写し（借入金に敷地

等の購入分が含まれる場合）

２年目 借入金の年末残高証明書／税務署から届

いた住宅借入金等特別控除申告書

日陰のつり干しが
よい

低い温度でのタン
ブル乾燥ができる

（排 気 温 度 上 限
60℃）

問い合わせ 消費者庁表示対策課 TEL ０３－３５０７ー９２０５

URL http://www.caa.go.jp/hinpyo/pdf_data/150331_kouhyoubun.pdf

石油系溶剤による
ドライクリーニン
グができる

パークロロエチレン

及び石油系溶剤によ

るドライクリーニン

グができる

ＱＲコード

液温は40℃を限度
とし、手洗いがで
きる

塩素系及び酸素系
の漂白剤を使用し
て漂白ができる

液温は40℃を限度
とし、洗濯機で弱
い洗濯ができる

つり干しがよい

タンブル乾燥がで
きる（排気温度上
限80℃）

液温は40℃を限度
とし、洗濯機で洗
濯ができる

酸素系漂白剤の使
用はできるが、塩
素系漂白剤は使用
禁止

底面温度 200℃を
限度としてアイロ
ン仕上げができる

平干しがよい

ウエット
クリーニ
ングがで
きる

ぬれつり干しがよ
い
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新
成
人
の
前
途
を
祝
し
て

ー
新
春
松
竹
梅
盆
栽
展
を
開
催

ー

多くの人が訪れた盆栽展

地
域
の
課
題
を
連
携
し
て
解
決

ー
町
民
会
議
が
町
に
提
言

ー

１
月
７
日
か
ら
14
日
ま
で
、
中

央
公
民
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

に「

祝
成
人
新
春
松
竹
梅
盆
栽
展」

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
町
盆
栽
ク
ラ
ブ
の

会
員
な
ど
が
参
加
し
、
町
の
成
人

式「

は
た
ち
の
つ
ど
い」

に
あ
わ

せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

８
日
の「

は
た
ち
の
つ
ど
い」

当
日
に
は
、
会
場
に
展
示
さ
れ
た

盆
栽
の
梅
の
花
が
、
成
人
を
迎
え

た
２
６
７
人
を
祝
う
か
の
よ
う
に

見
事
に
咲
き
誇
っ

て
い
ま
し
た
。

新
年
を
祝
い
、
新
た
な
決
意

ー
八
千
代
町
新
春
賀
詞
交
換
会

ー

八
千
代
町
新
春
賀
詞
交
換
会
が
１
月
８
日
に
ビ
・
ア
ー
ン

ジ
ュ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
賀
詞
交
換
会
は
町

と
町
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
常
総
ひ
か
り
が
主
催
し
、
町
議
会
議

員
、
行
政
区
長
な
ど
の
町
関
係
者
や
国
会
議
員
が
出
席
し
ま

し
た
。
今
年
は
町
の
観
光
大
使
に
就
任
し
た
お
笑
い
芸
人
の

一
番
星
さ
ん
が
司
会
を
務
め
、
笑
い
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。主

催
者
を
代
表
し
て
大
久
保
司
町
長
は「

町
の
活
性
化
を

図
る
た
め
企
業
誘
致
は
最
重
要
課
題
。
工
業
団
地
開
発
の
た

め
関
係
機
関
と
連
携
し
、
農
商
工
の
調
和
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
邁
進
し
て
い
き
た
い」

と
あ
い
さ
つ
。
今
年
度
叙

勲
を
受
け
た
大
久
保
昇
吾
さ
ん
に
は
栄
典
者
と
し
て
町
か
ら

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

宮本さん（右）と担任の鶴見昌弘先生

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財
団
が
主
催
す
る
第
41
回
み
ど
り
の
絵

コ
ン
ク
ー
ル
で
下
結
城
小
３
年
の
宮
本
素
直
さ
ん
が
描
い
た

も
と
な
お

絵
が
最
優
秀
賞
の
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
環
境
財
団
理
事
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。
宮
本
さ
ん
の
作
品
は「

お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
田
ん

ぼ」

。
お
じ
い
さ
ん
が
作
る
水
田
の
稲
が
丈
夫
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
描
い
た
そ
う
で
す
。
宮
本
さ
ん
は
受
賞
し
た
感

想
を「

受
賞
を
聞
い
た
と
き
は
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
少
し
し
て
す
ご
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ

ん

か
ら
は
描
き
直
し
た
ら
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
い
い

と
思
っ
て
出
し
て
よ
か
っ
た
で
す」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は「

み
ど
り
の
絵
部
門」
と「

わ
た
し
が

守
り
た
い
身
近
な
自
然
部
門」

の
２
部
門
が
あ
り
、
両
部
門

あ
わ
せ
て
２
万
５
０
６
４
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
田
ん
ぼ
を
描
き

ー
み
ど
り
の
絵
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞

ー

提言書を大久保町長に手渡す北島議長（左）

鏡開きをする参加者の皆さん

行
政
区
や
小
学
校
単
位
の
代
表

で
構
成
さ
れ
る
町
民
会
議（

北
島

直
広
議
長）

が
提
言
を
ま
と
め
、

12
月
20
日
に
提
言
書
を
大
久
保
司

町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。

町
民
会
議
は
、
地
域
課
題
を
町

民
と
行
政
が
連
携
し
て
、
解
決
し

て
い
く
た
め
昭
和
59
年
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
提
言
に
は
高

齢
者
支
援
対
策
の
強
化
や
防
災
対

策
、
企
業
誘
致
の
促
進
、
地
域
文

化
の
学
習
の
推
進
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
ま
し
た
。



7 広報やちよ№688 2017.2月号

み ん な の 広 場

【コメント】

何でもよく食べ

て、いつも元気な

千陽と優月。お姉

ちゃんたちと仲良

く遊ぶ姿に毎日癒

されてるよ！ニコ

ニコ笑顔の明るく

優しい女の子に

なってね。

父 邦 晃 さん

母 佳代子 さん

俳

句

幾
つ
も
の
憂
い
納
め
て
年
の
暮

新

井

片

野

み
さ
を

気
負
い
な
き
暮
し
静
か
な
年
用
意

菅

谷

照

内

美
代
子

風
呂
吹
き
を
吹
き
つ
つ
大
戦
老
語
る

水

口

北

野

妙

子

生
涯
に
持
ち
唄
ひ
と
つ
忘
年
会

佐

野

佐

伯

六

花

拍
子
木
の
響
く
歳
晩
夢
う
つ
つ

久
下
田

久
保
ノ
谷

清

そ
う
そ
う
に
用
切
り
上
げ
て
年
の
暮

小

屋

倉

持

幸

子

【コメント】

いつも笑顔で歌を

聞くと踊りだし

ちゃう愉快な風磨

くん。時に甘えた

り、いたずらして皆

を困らせちゃうけ

ど、そんな風磨くん

に皆癒しと笑顔を

もらっているよ。

父 政 勝 さん

母 絵 里 さん

無
器
用
の
父
の
指
先
障
子
張
る

大

里

山

中

康

雄

障
子
張
り
今
は
外
注
老
夫
婦

塩

本

小

倉

俊

雄

熱
燗
の
湯
気
も
仄
か
に
窓
辺
の
席

ほ

の

ま

ど

小

屋

石

島

和

男

母
居
在
す
仏
間
に
障
子
明
り
か
な

お

わ

松

本

野

口

ま
さ
子

短

歌

暮
迎
え
障
子
に
向
い
て
考
え
る

部
屋
の
古
さ
と
破
れ
の
わ
び
し

大
戸
新
田

山

本

好

子

や ち よ 文 芸
樺

吉 田 芭 さん（川西小５年）
よし だ はな

お母さん 奈津枝 さん （大渡戸）
な つ え

大 好 き な 人

私

の

お

母

さ

ん

私
の
お
母
さ
ん
は
、
な
か
よ
し
家
族
と
い
う
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
お
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

朝
早
く
か
ら
夜
お
そ
く
ま
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
仕
事
を

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

休
み
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
練
習
や
試
合
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
り
、
宿
題
で

わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
れ
ま
す
。

仕
事
が
い
そ
が
し
い
の
で
家
の
事
は
あ
ま
り
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
私
が
お
手
伝
い
を
し
て
あ
げ
よ
う

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
お
母
さ
ん
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
名
前
の

よ
う
に
な
か
よ
し
家
族
で
い
た
い
で
す
。

＊みんなの広場では、皆さんからの投稿をお待ちしています。

詳しくは、秘書課秘書広報係まで ℡ 48ー1111（内線3330）

古谷 千陽・優月 ちゃん

ふる や ち はる ゆ づき

平成２７年２月１８日生まれ

（二ツ釜）

鈴 木 風 磨 ちゃん

す ず き ふ う ま

平成２７年２月２６日生まれ

（蕗 田）
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女子の部

第１位 平田ハルイ（ＴＧＧ）

第２位 中山貞子（健友会）

＋

第３位 大竹ヤイ子（やちよ）

第４位 加藤絹子（ＴＧＧ）

第５位 前野貞子（仁江戸）

広告

みんなで協力して安全で安心なまちに

12月19日、イオンモール下妻で

年末犯罪抑止・飲酒運転根絶キャ

ンペーンが行われました。キャン

ペーンには大久保司町長や下妻

警察署署員、防犯交通安全関係団

体の関係者が参加し、防犯や飲酒

運転の防止を訴えました。

キャンペーンでは西豊田小学

校の１年生、広瀬湊斗さんと古

橋翼さん、直井麗さん、野中理

子さんの４人が一日警察署長に

任命され、訪れた買物客に防犯

のチラシやマスクの入ったグッ

ズを配りました。

佐野西で火の見櫓を改修

佐野西行政区（為我井義雄区

長）で火の見櫓が改修されまし
やぐら

た。昨年の１月に行われた行政

区の総会で老朽化した火の見櫓

をどうするか話し合ったところ、

改修して佐野西のシンボルとし

て残そうと決まったそうです。

改修された火の見櫓は銀色に

塗装され、「火の用心」と「交通

安全」の看板が取り付けられま

した。為我井区長は「佐野西の

住民やドライバーの交通安全、火

の元の安全を見守ってもらいた

い」と話していました。

白菜キムチ鍋で八千代町をＰＲ

生産量日本一を誇る八千代町

の白菜をＰＲするため１月15日、

八千代地区農畜産物生産流通対

策協議会（会長大久保司町長）が

牛久市「ポケットファームどき

どきつくば牛久店」で白菜キム

チ鍋の無料試食会を実施しまし

た。試食会は行列ができるほど

の大盛況で、用意した４００食

分の白菜キムチ鍋は３０分ほど

でなくなりました。

試食した来場者は「とてもお

いしいです。やっぱり鍋には白

菜ですね」と話していました。 白菜キムチ鍋を配る流対協の皆さん

改修された佐野西の火の見櫓

防犯交通安全宣言をする一日警察署長の皆さん
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(敬称略)

スポーツ大会の結果

スポーツファイル

■第60回八千代町ビーチボールバレー大会（混合大

会）

〔と き〕12月４日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町ビーチボールバレー連盟

〔主な結果〕

一般の部

優 勝 ミント

準優勝 びーほり

第３位 マスティフ

Ｂブロック

優 勝 エフ

ミックスの部

優 勝 トップタイガー

準優勝 Ｔ＆Ｃ

第３位 桜吹雪

Ｂブロック

優 勝 チャレンジャーロード

■第34回八千代町近隣ミニバスケットボールスポー

ツ少年団交流大会

〔と き〕12月10日（土）11日（日）

〔ところ〕八千代町総合体育館

〔主 催〕八千代町スポーツ少年団ほか

〔主な結果〕

男子の部

優 勝 八千代ＭＢＣ

女子の部

第３位 中結城ＭＢＣ

■第45回八千代町グラウンド・ゴルフ定期大会

〔と き〕12月13日（火）

〔ところ〕八千代町民公園

〔主 催〕八千代町体育協会

〔主な結果〕

男子の部

第１位 木村忠二（健友会）

第２位 後藤英男（ＴＧＧ）

第３位 諏訪兼四郎（さくら）

第４位 内海昌司（健友会）

第５位 篠崎邦雄（さくら）

一般の部で優勝したミントの皆さん

男子の部で優勝した八千代ＭＢＣの皆さん

ミックスの部で入賞した皆さん

広告
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２０１７. ２. １ №６０３
発 行 八 千 代 町 役 場

℡ 48－１１１１（代表）

お知らせ版

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

農
振
地
域
と
は
、
農
地
を
守
る

た
め
に
指
定
さ
れ
た
地
域
で
す
。

農
振
地
域
内
の
農
用
地
を
農
業
以

外
に
使
用
す
る
場
合
は
、
農
振
地

域
か
ら
の
除
外
手
続
き
が
必
要
で

す
。
住
宅
建
築
や
駐
車
場
整
備
等

の
計
画
が
あ
り
除
外
を
希
望
さ
れ

る
方
は
必
要
書
類
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
受
付
は
３
月
と

９
月
の
年
２
回
の
み
と
な
り
ま

す
。
手
続
き
に
は
半
年
以
上
の
期

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
計
画
的
な

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

３
月
１
日（

水）

～

31
日（

金）

農
業
振
興（

農
振）

地
域

の
除
外
手
続
き

産
業
振
興
課
農
林
係

（

内
線
２
３
１
０）

経
済
的
な
理
由
で
小
中
学
校
に

通
う
お
子
さ
ん
の
就
学
が
困
難
な

ご
家
庭
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給

食
費
な
ど
学
校
生
活
に
必
要
な
費

用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
援
助
を
受
け
る
た
め
に

は
、
い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
ま

た
は
お
子
さ
ん
が
通
学
し
て
い
る

学
校
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
小
学
校
に
入
学
予
定
の
方
は

入
学
予
定
の
小
学
校
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課
学
務
係

（

内
線
３
５
２
０）

ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て
元
気
の
な

い
方
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

２
月
28
日（

火）

午
後
１

時
30
分
～
４
時

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

相
談
料

無
料

申
込
方
法

前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い（

完
全
予

約
制
で
す）

保
健
セ
ン
タ
ー

48-

１
９
５
５

若
者
や
求
職
中
の
方
を
対
象
に

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

２
月
16
日（

木）

午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

場
所

水
戸
合
同
庁
舎

参
加
事
業
所

約
30
社

参
加
費

無
料

い
ば
ら
き
就
職
・
生
活
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー

０
２
９-

２
３
３-

１
５
７
６

青
色
申
告
を
行
っ

て
い
る
農
業

者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度

の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
あ

ら
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
個
人

の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

２月の納税等

国民健康保険税（第８期）

介護保険料（第６期）

後期高齢者医療保険料（第８期）

納期は２月28日（火）です

税務課（内線1340）

福祉保健課（内線1230）

町民課（内線1121）

元
気
い
ば
ら
き
就
職
面
接

会
開
催
の
お
知
ら
せ

就
学
援
助
制
度

TEL

期間内に採用されない場合もあります。

問い合わせ 総務課庶務係 内線３１１０

業務内容 保健指導等保健師業務全般

募集人員 １名

応募資格 保健師資格を有している方

勤務時間 午前８時30分～午後５時15分（応相談）

（原則、土・日・祝日休み）

賃 金 日給９，６００円（時間給１，２００円）

※通勤手当あり。社会保険・厚生年金

雇用保険・公務災害加入。

雇用期間 平成29年３月１日～平成30年５月31日

応募方法 履歴書に保健師免許証の写しを添えて保

健センターへ提出してください。

選考方法 面接（日時は後日連絡）

応募期限 ２月20日（月）※期限までに定員に満た

ない場合は応募期限を延長します。

問い合わせ 保健センター ℡48-１９５５

職員の育児休業や臨時的な業務に対応し、円滑な行

政運営を図るため、年間を通じた臨時職員の登録を

募集します。

職 種 一般事務

応募資格 町内に在住（有資格者はこの限りでない）

し健康で働く意欲のある方

勤務場所 役場庁舎および出先機関

勤務時間 午前８時30分～午後５時15分

（原則、土・日・祝日休み）

賃 金 「八千代町臨時職員雇用等管理規程」に

基づき支給

登録期間 登録した日から翌年３月31日まで

※登録は随時受け付けています。

登録方法 臨時職員登録申込書（総務課窓口または

ホームページよりダウンロード）に履歴

書を添えて総務課に提出してください。

※期間中に臨時職員の雇用の必要性が生じた場合に

登録された方から選考し採用します。なお、登録

町の臨時職員（一般事務および保健師）を募集します

関
東
農
政
局
か
ら
の
お
知

ら
せ

TEL

【保健センター保健師募集】

【平成29年度臨時職員登録者募集】
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謝
礼

委
員
会
活
動
に
対
し
、
一

定
額
の
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す

応
募
期
限

２
月
28
日（

火）

応
募
方
法

左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

県
西
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
福
祉

課
24-

９
０
７
４

い
の
ち
の
電
話
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
か
か
え
な
が
ら
相
談
す

る
人
も
な
く
、
助
け
、
励
ま
し
を

求
め
て
い
る
一
人
ひ
と
り
に
、
よ

き
隣
人
と
し
て「

電
話」

と
い
う

手
段
で
対
話
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
で
す
。
あ
な
た
も
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
相
談
員
に
な
っ
て
、
活
動

に
参
加
し
ま
せ
ん
か

？

応
募
資
格

趣
旨
に
賛
同
し
、
活

動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

る
23
歳
以
上
の
方（

学
歴
・
職
業

は
問
い
ま
せ
ん）

。所
定
の
研
修
に

参
加
で
き
る
方
。

応
募
期
限

５
月
８
日（

月）

研
修
期
間

平
成
29
年
６
月
～
平

成
31
年
３
月（

原
則
と
し
て
月
３

回
開
催）

研
修
場
所

主
に
つ
く
ば
市
内

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

茨
城
い
の
ち
の
電
話
事
務
局

０
２
９-

８
５
２-

８
５
０
５

ト
代
含
む）

申
請
期
限

２
月
24
日（

金）
※
申
請
時
に
印
鑑
と
受
講
料
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

下
妻
消
防
署
予
防
係

43-

１
５
５
１

県
で
は
、
豊
か
で
住
み
よ
い
茨

城
づ
く
り
の
推
進
の
た
め
、
主
体

的
に
地
域
づ
く
り
を
話
し
合
い
、

県
に
対
し
て
提
言
を
い
た
だ
く

「

明
日
の
地
域
づ
く
り
委
員
会」

の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容

月
１
回
程
度
委
員
会

を
開
催
し
、
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
話
し
合
い
、
２
年
目
に
提
言
を

ま
と
め
ま
す

任
期

委
嘱
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
ま
で

応
募
資
格

県
内
に
住
所
を
有
す

る
方

募
集
人
員

12
～
16
人

で
に
、
最
寄
り
の
税
務
署
に「

青

色
申
告
承
認
申
請
書」

を
提
出
す

る
こ
と
で
、
平
成
29
年
分
の
所
得

か
ら
、
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
税
制
上
の
メ
リ
ッ

ト

も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
機
会

に
早
速
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ

う
。関

東
農
政
局
茨
城
県
拠
点

０
２
９-

２
２
１-

２
１
８
４

プ
ー
ル
の
水
入
替
え
、
清
掃
お

よ
び
機
械
設
備
点
検
等
に
伴
い
２

月
20
日（

月）

～
24
日（

金）

が

臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

※
25
日（

土）

か
ら
通
常
に
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
27
日（

月）

は
振
替
営
業
し
ま
す
。

ほ
っ

と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ

30-

４
１
２
６

日
時

３
月
２
日（

木）

、
３
日

（

金）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
50
分

場
所

古
河
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
総
和（

と
ね
ミ
ド
リ
館）

定
員

１
２
０
人（

先
着
順）

受
講
料

４
６
５
０
円（

テ
キ
ス

TEL

２月の高齢者相談

介護、福祉などに関するご

相談をお寄せください。

【相談日】２月15日（水）

午前８時30分～午後５時

地域包括支援センター

30-２４００（直通）TEL

水道水の放射能測定結果をお知らせします

（検査日:１月11日 検査機関:（株）江東微生物研究所）
■「不検出」とは、測定結果が検出限界値（1Bq/kg以下）を下
回ったことを意味します。

■町の水道水に含まれている県西水道水の水質検査結果は、
茨城県企業局のホームページ（http://www.pref.ibaraki.
jp/bukyoku/kigyou/）で公表しています。

問い合わせ 上下水道課上水道係 ℡ 48-２０３７

TEL

採水場所 採水日 放射性セシウム（Bq/kg） 管理目標値

浄水場出口 １月10日
不検出
不検出

10Bq/kg
134Cs
137Cs

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
・
き
ぬ
臨

時
休
館
の
お
知
ら
せ

い
の
ち
の
電
話
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

「

明
日
の
地
域
づ
く
り
委

員
会」

委
員
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

会
受
講
者
募
集

TEL

TEL

TEL

下妻地方広域事務組合嘱託職員募集

業務内容 一般事務、公園施設の貸出受付業務

募集人員 １人

応募資格 普通運転免許を有し、パソコン（ワード・

エクセル）のできる人

勤務場所 クリーンパーク・きぬ（大渡戸３９０）

勤務時間 月曜日～金曜日（祝日は勤務なし）

午前８時30分～午後５時15分（昼休み60分）

賃 金 等 基本賃金１７６，２００円（上限）

※年齢により異なる。賞与、通勤手当あり。

社会保険、雇用保険加入。

雇用期間 平成29年４月１日～平成30年３月31日

※勤務状況により更新あり（最長３年）

応募方法 履歴書を提出してください（郵送可）

試験内容 面接（日時は後日連絡）

応募期限 ２月22日（水）

問い合わせ 下妻地方広域事務組合事務局総務係

TEL 45-０６１１ 下妻市本城町2-22

http://www.kouiki-shimotsuma.or.jp/
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◇
地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制

度
へ
の
加
入
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

国
民
の
幅
広
い
政
治
参
加
や
地

方
議
会
に
お
け
る
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
、
地
方
議
会
議
員
の
厚
生

年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備

を
実
現
す
る
よ
う
要
望
す
る
も
の

で
す
。

【
提
出
先】

・
衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長

・
内
閣
総
理
大
臣
・
内
閣
官
房
長
官

・
財
務
大
臣
・
総
務
大
臣

・
厚
生
労
働
大
臣

◇
行
政
組
織
設
置
条
例

多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民

ニ
ー
ズ
や
、
社
会
情
勢
の
急
激
な

変
化
、
地
方
分
権
に
よ
る
権
限
委

譲
や
、
地
方
創
生
に
よ
る
総
合
戦

略
の
推
進
な
ど
、
増
加
す
る
行
政

課
題
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
部
制
の
導
入
を
柱
と
す
る
組

織
機
構
の
再
編
を
行
う
た
め
、
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

・
部
の
設
置（

５
部）

「

秘
書
公
室」「

総
務
部」「

企
画

財
政
部」

「

保
健
福
祉
部」「

産

業
建
設
部」

・
課
の
体
制（

21
課
に
再
編）

■発行／八千代町議会

■編集／議会だより編集委員会№１６４

12月定例会

平成28年第４回定例会は、12月７日から14日までの８日間の日程で開催されました。

この定例会では、議員提出議案１件のほか、前定例会において特別委員会付託とした１議案、町執行部より

条例改正など18議案が提案され、すべての議案を原案のとおり可決しました。

一般質問は、12月13日と14日に行われ、９人の議員が登壇し、町の方針をただしました。

行政組織設置条例を可決、４月１日から新しい組織でスタート

・
施
行
日（

平
成
29
年
４
月
１
日）

◇
組
織
再
編
に
伴
う
関
係
条
例
の

整
備
に
関
す
る
条
例

「

八
千
代
町
行
政
組
織
設
置
条

例」

に
基
づ
く
、
組
織
機
構
の
再

編
に
係
わ
る
８
つ
の
条
例
に
お
い

て
、
担
当
課
等
の
名
称
を
変
更
す

る
も
の
で
す
。

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

人
事
院
勧
告
及
び
組
織
再
編
に

伴
い
、
次
の
と
お
り
改
正
す
る
も

の
で
す
。

（

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

・
若
年
層
に
重
点
を
お
い
た
給
料

表
の
改
定（

平
均
０
・
２
％
引
上

げ）

（
平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
適
用）

・
民
間
の
支
給
割
合
に
見
合
う
よ

う
、勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・

１
月
分
引
上
げ

（

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

・
配
偶
者
の
扶
養
手
当
を
１
万
３

千
円
か
ら
６
千
５
０
０
円
に
、
子

の
扶
養
手
当
を
６
千
５
０
０
円
か

ら
１
万
円
に
段
階
的
に
改
正

・
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
の
０
・

１
月
引
上
げ
分
を
、
６
月
期
と
12

月
期
に
均
等
に
配
分

◇
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に

旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
一
般
職

の
給
与
条
例
改
定
に
準
じ
て
、
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

（

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
適
用）

・
民
間
の
支
給
割
合
に
見
合
う
よ

う
、期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・

１
月
分
引
上
げ

（

平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
適
用）

・
期
末
手
当
の
支
給
月
数
の
０
・

１
月
引
上
げ
分
を
、
６
月
期
と
12

月
期
に
均
等
に
配
分

◇
税
条
例
の
一
部
改
正

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
及
び
軽
自
動
車
税

の
減
免
基
準
の
見
直
し
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◇
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
外
国
人
居
住
者
等
所

得
相
互
免
除
法
の
公
布
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

◇
一
般
会
計（

第
５
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
千

６
５
９
万
１
千
円
を
増
額
す
る
も

の
で
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
人

●

議
員
提
出
議
案

●
平
成
28
年
度
補
正
予
算

事
院
勧
告
等
に
伴
う
人
件
費
、
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
、

西
山
浄
水
場
第
一
送
水
ポ
ン
プ
交

換
工
事
請
負
費
、
防
災
行
政
無
線

屋
外
子
局
増
設
工
事
請
負
費
、
私

立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金
、

東
蕗
田
運
動
公
園
法
止
め
工
事
請

負
費
、
給
食
セ
ン
タ
ー
食
器
消
毒

保
管
庫
等
修
繕
料
で
す
。

◇
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（

第

２
号）歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千

万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
医
療
費
の
増
加

に
よ
る
保
険
給
付
費
で
す
。

◇
介
護
保
険
特
別
会
計（

第
２
号）

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
千
５
４

０
万
円
を
増
額
す
る
も
の
で
、
歳

出
の
主
な
も
の
は
、
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
策
定
に
伴
う
在
宅

介
護
実
態
調
査
委
託
料
、
地
域
密

着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
、
特

定
入
居
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
不

足
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
給
付
費

で
す
。

◇
八
千
代
町
公
平
委
員
会
委
員
選

任
同
意

任
期
満
了
と
な
る
、
現
委
員
の

久
保
谷
六
衛
さ
ん（

山
ノ
神）

を

く

ぼ

や

ろ
く
え
い

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

●

条

例

※
９
月
定
例
会
に
お
い
て
特
別
委
員
会

付
託
と
し
た
案
件
で
す
。
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（

関
連
記
事
14
ペ
ー
ジ）

●

人

事
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第４回定例会における議案等の審議結果

審 議 内 容

議席 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 10 13 14
議
長

八千代町行政組織設置条例（修正案） 可決 ○ Ｘ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

八千代町行政組織設置条例（修正部分を除く原案） 可決 ○ Ｘ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

11

○

○

審
議
結
果

増
田

光
利

国
府
田
利
明

大
里

岳
史

廣
瀬

賢
一

大
久
保
弘
子

上
野

政
男

中
山

勝
三

生
井

和
巳

水
垣

正
弘

小
島

由
久

大
久
保
敏
夫

湯
本

直

大
久
保

武

八千代町特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

12

宮
本

直
志

○

○

○

八千代町組織再編に伴う関係条例の整備に関する条例 可決 ○ Ｘ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ －

－○Ｘ○○○○○○○○○○○可決八千代町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

○・・・賛成 Ｘ・・・反対 欠・・・欠席

※今定例会及び臨時会で審議された議案等のうち、意見の分かれた案件のみ、上記の一覧表に掲載しています。なお、記載

のない議案等については、「全会一致（全員が賛成）で可決または承認」しています。審議の詳しい内容は、議会のホーム

ページの会議録（２月下旬頃掲載予定）をご覧ください。

平
成
28
年
第
１
回
臨
時
会
は
、

10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予

算
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号）

茨
城
県
西
農
業
共
済
組
合
西
側

の
町
有
地
に
あ
る
残
土
を
鏡
ケ
池

ゴ
ル
フ
場
跡
地
へ
搬
出
す
る
た
め

の
経
費
と
し
て
、
１
千
５
９
９
万

５
千
円
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◇
一
般
会
計（

第
４
号）

工
場
誘
致
の
受
け
皿
と
な
る
工

業
系
の
土
地
取
得
に
向
け
て
、
土

地
開
発
基
金
を
１
億
円
増
額
す
る

も
の
で
す
。

●

専
決
処
分
事
項
承
認

第１回臨時会における議案等の審議結果

平成28年度八千代町一般会計補正予算（第4号） 可決 ○ Ｘ Ｘ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －○ ○

第２回臨時会における議案等の審議結果

公有財産（土地）の取得について 可決 ○ ○ ○ ○ Ｘ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －○ ○

平
成
28
年
第
２
回
臨
時
会
は
、

11
月
２
日
に
開
催
さ
れ
、
土
地
の

取
得
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
公
有
財
産（

土
地）

の
取
得

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地
８
万
７

千
９
６
４
㎡
を
３
億
６
千
１
０
０

万
円
で
取
得
す
る
も
の
で
す
。

●
平
成
28
年
度
補
正
予
算

●

財
産
の
取
得

現在の茨城県西農業共済組合西側の町有地

今後、開発が期待される鏡ケ池ゴルフ場跡地
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境町での研修の様子

備
事
業
が
休
止
と
な
っ

て
い
ま

す
。当

町
議
会
か
ら
平
成
26
年
９
月

に「

三
和
八
千
代
線
道
路
整
備
事

業
の
早
期
再
開
を
求
め
る」

要
望

書
を
古
河
市
長
に
提
出
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
先
月
、
企

画
財
政
課
長
と
と
も
に
古
河
市
役

所
道
路
整
備
課
を
訪
問
し
、
用
地

交
渉
の
進
捗
状
況
・
整
備
事
業
計

画
に
つ
い
て
再
確
認
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
、
古
河
市
と

連
携
を
密
に
し
、
情
報
収
集
に
努

め
、
用
地
交
渉
の
早
期
解
決
を
図

り
事
業
の
再
開
に
向
け
て
要
望
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

水垣 正弘議員

我
が
国
に
お
い
て
は
全
国
的
に

少
子
高
齢
化
が
進
行
し
、
人
口
減

少
社
会
を
迎
え
て
お
り
、
当
町
に

お
い
て
も
、
平
成
７
年
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
に
転
じ
て
お
り
ま

す
。
人
口
の
維
持
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
若
者
の
移
住
・
定
住

が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
が

最
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

先
般
、
町
で
取
得
し
た
鏡
ケ
池

ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
活
用
し
、
企
業

誘
致
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
道

路
網
の
整
備
が
必
須
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
広
域
的
な
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
計
画
に
つ

い
て
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
す
る
町
道
３
０
５

２
号
線
及
び
３
１
０
１
号
線
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路

と
し
て
も
重
要
な
路
線
で
あ
り
ま

す
が
、
側
溝
が
未
整
備
と
な
っ
て

町
政
を
問
う

！

一
般
質
問
９
名
が
登
壇

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地
造
成
に
伴
う

周
辺
道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て

お
り
ま
す
。
土
地
の
造
成
に
伴
い

周
辺
道
路
を
一
体
的
に
整
備
す
る

計
画
は
あ
る
の
か
、
お
伺
い
い
た

し
ま
す
。

都
市
建
設
課
長

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ

場
跡
地
の
土
地
開
発
計
画
に
つ
い

て
は
、
重
点
促
進
区
域
に
指
定
し

た
う
え
で
、
新
た
な
工
業
生
産
活

動
の
拠
点
と
し
て
工
業
系
新
市
街

地
の
整
備
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

周
辺
の
道
路
等
の
基
盤
整
備
を
進

め
、
そ
の
操
業
環
境
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
居
住
環
境
と
の
調

和
に
配
慮
し
た
地
区
計
画
を
策
定

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

地
区
計
画
策
定
の
際
に
は
、
隣

接
２
路
線
と
も
に
道
路
整
備
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
一
級
町
道
８
号
線
の
整

備
工
事
計
画
で
す
が
、
平
成
30
・

31
年
度
の
２
カ
年
に
お
き
ま
し
て

用
地
交
渉
を
実
施
し
、
平
成
32
年

度
よ
り
道
路
改
良
工
事
に
着
手
す

る
事
業
計
画
で
す
。

古
河
市
方
面
に
つ
い
て
は
、
古

河
市
が
事
業
主
体
と
な
り
平
成
13

年
度
か
ら
道
路
整
備
事
業
に
着
手

し
ま
し
た
が
、
用
地
交
渉
困
難
に

よ
り
平
成
21
年
度
以
降
、
道
路
整

本
特
別
委
員
会
は
、
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
部
制
の
導
入
を
柱
と
す

る
組
織
機
構
の
再
編
を
図
る
べ
く
、
八
千
代
町
行
政
組
織
設
置
条
例
が
上

程
さ
れ
た
際
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
十
分
な
審
査
を
行
う
べ
き
で
あ

る
と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

９
月
14
日
、
９
月
定
例
会
終
了
後
、
直
ち
に
第
１
回
目
の
委
員
会
を
開

催
し
て
以
来
、
９
月
28
日
、
11
月
18
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
審
議
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
間
、
11
月
14
日
に
は
、
近
隣
自
治
体

の
現
状
を
把
握
す
べ
く
、
長
き
に
わ
た
り
部
制
を
導
入
さ
れ
て
い
る
境
町

に
お
い
て
研
修
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
11
月
18
日
の
委
員
会
に
お
い
て
、
原
案
は
５
部
体
制
に
な
っ

て
い
る
が
、
秘
書
公
室
を
他
の
部
署
に
編
成
さ
せ
４
部
体
制
に
す
る
べ
き

と
の
意
見
や
原
案
の
産
業
建
設
部
に
含
ま
れ
て
い
る
生
活
衛
生
・
環
境
保

全
に
関
す
る
こ
と
は
、
総
務
部
所
管
の
方
が
適
し
て
い
る
と
の
意
見
、
施

行
期
日
を「

平
成
29
年
１
月
１
日」

か
ら「

平
成
29
年
４
月
１
日」

に
改

め
る
意
見
が
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
質
疑
の
後
、
採
決
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
条
例
第
１
条
か
ら
第
４
条
に
つ
い
て
は
、
原
案
の
と
お
り
賛
成

多
数
で
可
決
、
附
則
の
施
行
期
日
に
つ
い
て
は
、「

平
成
29
年
４
月
１
日」

に
修
正
す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
で
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
条
例
に
関
連
い
た
し
ま

し
て
、
委
員
か
ら
は
、
県
と
の
関
係

強
化
を
図
る
た
め
部
長
以
上
の
役
職

に
県
か
ら
招
へ
い
す
る
こ
と
、
女
性

の
さ
ら
な
る
活
躍
を
促
進
す
る
た
め

女
性
職
員
を
課
長
職
に
登
用
す
る
こ

と
等
の
提
案
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
執
行
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

こ
れ
ら
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
行
政

組
織
改
革
に
万
全
を
期
さ
れ
る
こ
と

を
望
み
ま
す
。

委
員
長

湯
本

直

副
委
員
長

水
垣

正
弘

八
千
代
町
行
政
組
織
設
置
条
例
検
討

特
別
委
員
会
審
査
結
果
報
告

地域に配慮した土地開発を

町道3052号線
町道3101号線

鏡ケ池ゴルフ場跡地
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大里 岳史議員

大久保 敏夫議員

個
人
情
報
保
護
法
違
反
に
つ
い

て
、
私
は
議
会
の
一
般
質
問
で
何

度
も
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
そ

の
度
に
議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。
町
長
は
一
貫
し
て
否

定
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま
ま

で
は
私
が
嘘
を
つ
い
て
い
る
と
町

民
に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
再
度
、申
し
上
げ
ま
す
。

町
長
は
い
ま
だ
に
漏
え
い
の
覚
え

は
な
い
と
申
さ
れ
る
の
で
す
か
。

町

長

大
久
保
敏
夫
議
員
の
事

柄
に
つ
き
ま
し
て
、
何
回
と
な
く

答
弁
し
た
と
お
り
、
秘
密
漏
え
い

し
た
覚
え
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。私

は
私
個
人
の
た
め
で
は
な

く
、
町
民
の
個
人
情
報
が
町
長
の

感
情
に
よ
っ

て
漏
え
い
し
て
し
ま

う
こ
と
を
危
惧
し
、
町
民
の
方
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
べ
く
質
問
し
て
い

る
の
で
す
。

私
は
自
ら
の
政
治
に
対
す
る
節

目
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
は
今
月
中
に
町
長
を
告
訴

し
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
答
弁
を
求

め
ま
せ
ん
。

11
月
５
日
午
前
10
時
半
頃
、
町

長
と
国
府
田
議
員
の
間
で
起
こ
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
秘
書
課
長
は

い
つ
知
っ

た
の
か
。

ま
た
、
町
長
は
こ
の
出
来
事
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

秘
書
課
長

町
長
の
公
用
外
の
こ

と
で
す
の
で
、
詳
細
に
つ
い
て
は

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
11
月
５
日

の
午
後
に
私
の
方
に
日
直
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
下
妻
警
察
署
の
交
通

課
が
町
長
に
面
会
し
た
い
と
い
う

旨
の
お
話
で
し
て
、
そ
れ
を
町
長

に
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

町

長

私
は
ひ
き
逃
げ
な
ど
は

一
切
や
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
調
査

資
料
等
は
、
警
察
が
把
握
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
結
論
が
出
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
、
こ
の
場
で
は
お
答
え

は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 常

陽
銀
行
八
千
代
支
店
駐
車
場
内
で
の
件
に
つ
い
て

教
育
長

ナ
イ
タ
ー
設
備
に
つ
い

て
は
、軟
式
野
球
で
は
町
民
公
園
、

サ
ッ
カ
ー
で
は
ス
ポ
ー
ツ
公
園
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
地
域
や
近
隣

住
民
の
同
意
、
隣
接
す
る
田
畑
へ

の
影
響
な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
問
題
が
多
々
あ
り
ま

す
。そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ー
設

備
も
含
め
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
し
て
認

識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
広
報
や
ち
よ
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果
の
掲
載
に
つ

い
て
で
す
が
、
掲
載
す
る
写
真
の

当
町
に
は
夜
間
に
使
用
で
き
る

体
育
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、

規
定
の
コ
ー
ト
が
と
れ
な
い
た
め

十
分
な
練
習
が
で
き
な
い
の
が
現

状
で
す
。
頑
張
っ

て
い
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
環
境
整

備
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
ナ
イ
タ
ー
設
備
の
設

置
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。ま

た
、
広
報
や
ち
よ
に
掲
載
す

る
写
真
を
現
在
の
優
勝
の
み
で
な

く
、
３
位
ま
で
掲
載
す
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
で
は
子
ど
も
た
ち

が
少
年
団
に
入
団
し
た
く
て
も
入

団
で
き
な
い
理
由
を
把
握
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て

※
そ
の
他
の
質
問

・
強
制
わ
い
せ
つ
罪
・
県
迷
惑
防

止
条
例
違
反
に
つ
い
て

・
町
発
注
工
事
に
つ
い
て

頑張っている子どもたちのために

数
を
増
や
す
の
は
、
限
ら
れ
た
紙

面
の
中
で
は
難
し
い
の
が
現
状
で

す
。今

年
の
７
月
に
小
学
４
年
生
か

ら
６
年
生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
保

護
者
を
対
象
に
子
ど
も
た
ち
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
行
っ
て
な
い
理
由

と
し
て
は
、
仕
事
の
都
合
で
子
ど

も
の
送
迎
や
活
動
に
参
加
で
き
な

い
と
の
答
え
が
一
番
多
く
約
30
％

で
し
た
。
近
年
、
社
会
構
造
の
変

化
に
よ
っ

て
、
核
家
族
化
や
両
親

共
働
き
の
家
庭
も
増
え
て
お
り
ま

す
。
サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で
は
土

曜
日
曜
出
勤
と
い
う
職
場
も
多

く
、
子
ど
も
た
ち
の
送
迎
や
ス

ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
が
難
し
い

と
い
う
こ
と
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
町
と
し
て
は
、
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
が
遠
征
試
合
に
出
か
け

る
際
に
は
、
町
バ
ス
の
き
ら
め
き

号
を
優
先
的
に
貸
し
出
す
こ
と
に

よ
っ

て
、
少
し
で
も
保
護
者
の

方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
措
置
を

と
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
各

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
つ
い
て
も
、
優

先
的
に
使
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
ほ
か
、
使
用
料
及
び
照
明
料
を

全
額
免
除
し
て
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
町
の
教
育
に
つ
い
て
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遠
隔
医
療
と
は
、
医
師
が
直
接

に
は
患
者
と
対
面
せ
ず
に
在
宅
の

ま
ま
、
情
報
通
信
技
術（

Ｉ
Ｃ
Ｔ）

を
利
用
し
て
、
診
断
・
診
療
等
や

健
康
管
理
等
を
行
う
こ
と
で
す
。

遠
隔
医
療
に
対
す
る
新
た
な
国

の
取
組
と
し
て
、
国
で
は
平
成
27

年
６
月
30
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

骨
太
の
方
針
の
中
で
、
医
療
等
分

野
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
強
力
に
推
進
す

る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
茨
城

県
議
会
に
お
い
て
も
、
遠
隔
医
療

を
推
進
す
る
と
知
事
が
答
弁
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
当
町
で
も
遠
隔
医
療

を
推
進
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、

執
行
部
の
見
解
を
お
伺
い
し
ま

す
。

企
画
財
政
課
長

医
療
費
の
抑
制

と
い
う
健
全
な
医
療
行
政
運
営
の

鍵
を
握
る
取
組
で
あ
り
、
慎
重
に

検
討
し
、
健
康
で
長
生
き
で
き
る

町
づ
く
り
を
目
指
す
う
え
で
、
地

域
ぐ
る
み
の
病
気
予
防
と
い
う
問

題
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
度
に
は
、
国
保
の
事

業
主
体
が
県
に
移
行
し
、
財
政
基

盤
の
強
化
が
図
ら
れ
る
予
定
で
す

が
、
医
療
財
政
は
全
国
の
自
治
体

に
と
っ
て
最
大
の
悩
み
事
で
す
。

そ
の
解
決
方
法
で
あ
る
予
防
と
い

う
大
き
な
取
組
に
つ
い
て
、
国
の

骨
太
の
方
針
や
県
の
動
向
に
注
目

し
な
が
ら
導
入
等
の
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

町

長

遠
隔
医
療
は
在
宅
の
ま

ま
、
医
師
と
面
談
し
、
日
常
的
に

実
践
活
動
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

疾
病
予
防
の
観
点
か
ら
住
民
の
健

康
管
理
や
改
善
・
増
進
が
期
待
さ

れ
、
合
わ
せ
て
患
者
や
家
族
の
通

院
負
担
の
軽
減
に
も
役
立
つ
も
の

平
成
26
年
12
月
８
日
、
町
長
室

に
て
、
私
は
自
分
の
用
件
で
町
長

と
話
を
し
た
際
、
私
が
聞
い
て
も

い
な
い
の
に
、
町
長
は
、
自
ら
大

久
保
敏
夫
議
員
の
税
金
の
情
報
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

町
長
は
、
な
ぜ
、
漏
ら
し
た
こ

と
は
な
い
と
虚
偽
の
答
弁
を
さ
れ

る
の
か
伺
い
ま
す
。

町

長

私
は
秘
密
を
漏
え
い
し

た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

副
町
長
が
不
在
の
ま
ま
、
９
カ

月
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
副
町

長
の
給
料
は
非
常
に
高
額
で
あ

り
、
こ
の
ま
ま
副
町
長
を
置
か
ず

に
、
そ
の
分
の
予
算
を
福
祉
や
教

育
に
ま
わ
し
て
ほ
し
い
と
の
町
民

の
声
が
あ
が
っ
て
お
り
ま
す
。

現
段
階
で
、
副
町
長
を
置
く
必

要
性
と
候
補
者
は
い
る
の
か
伺
い

ま
す
。

町

長

当
面
の
間
、
現
体
制
で

や
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
私
は
現

段
階
で
企
業
は
き
て
い
な
い
と
認

識
し
て
い
ま
す
が
、
過
去
５
年
間

の
成
果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長

新
た
な
と
い
う

形
で
は
、
敷
地
の
み
の
拡
張
で
日

野
自
動
車
古
河
工
場
が
８
ha
の
土

地
を
拡
張
し
、
建
物
・
設
備
等
の

町
長
の
個
人
情
報
守
秘
義
務
違
反
に
つ
い
て

で
あ
り
、
増
え
続
け
る
医
療
費
の

抑
制
、
適
正
化
に
有
効
な
手
段
で

す
。一

般
会
計
か
ら
国
保
特
別
会
計

へ
の
繰
出
し
は
限
界
に
達
し
、
医

療
財
政
の
建
て
直
し
は
喫
緊
の
課

題
で
す
の
で
、
医
療
費
の
抑
制
に

向
け
て
、
事
業
の
優
先
順
位
を
見

極
め
、
調
査
・
検
討
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
診
療
所
利
用
実
態
と
今
後
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て

・
二
次
医
療
機
関
と
の
連
携
に
対

す
る
取
組
に
つ
い
て

・
発
達
障
が
い
児
へ
の
助
成
と
福

祉
対
策
に
つ
い
て

拡
張
に
つ
い
て
は
、
エ
フ
ピ
コ
が

７
ha
ほ
ど
拡
張
し
て
お
り
ま
す
。

町
発
注
の
工
事
代
金
に
つ
い

て
、
個
人
の
税
金
と
の
兼
合
い
を

理
由
に
請
負
業
者
へ
の
支
払
い
を

遅
延
し
た
た
め
、
そ
の
業
者
は
下

請
企
業
に
損
害
と
説
明
を
求
め
ら

れ
、
非
常
に
迷
惑
を
か
け
ら
れ
た

と
の
話
を
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
こ
と
に
対
し
て
、
他
の

業
者
か
ら
不
安
の
声
も
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
工
事
代
金
支
払
い
と

個
人
の
税
金
と
の
関
連
及
び
支
払

い
が
遅
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
説

明
を
お
願
い
し
ま
す
。

税
務
課
長

個
別
事
案
に
対
し
て

で
は
な
く
、
一
般
的
な
内
容
に
な

り
ま
す
が
、
町
の
工
事
請
負
契
約

約
款
等
に
よ
り
ま
し
て
、
支
払
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

個
人
の
税
金
と
、
法
人
の
工
事

代
金
の
支
払
い
は
別
々
な
も
の
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

町

長

正
式
に
工
事
代
金
は
支

払
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
来
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
常
陽
銀
行
八
千
代
支
店
駐
車
場

内
で
の
件
に
つ
い
て

在
宅
遠
隔
医
療
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

増田 光利議員
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八
千
代
診
療
所
の
受
付
時
間
の

拡
充
を
要
望
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
現
在
の
状
況
と
そ
の
後
の
対

応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

福
祉
保
健
課
長

現
在
の
受
付
時

間
は
、午
前
８
時
30
分
か
ら
11
時
、

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。
診
療
日
は
月
・
火
・

金
曜
は
午
前
・
午
後
と
も
実
施
、

水
曜
日
は
午
後
の
み
、
土
曜
日
は

第
１
、
第
３
の
み
午
前
中
の
診
察

と
い
う
体
制
に
な
っ

て
い
ま
す
。八千代診療所

受
付
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
再
度
、
八
千
代
診
療

所
の
診
療
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え

で
、
引
き
続
き
茨
城
西
南
医
療
セ

ン
タ
ー
病
院
へ
検
討
を
お
願
い
し

て
ま
い
り
ま
す
。

町

長

今
後
の
診
療
状
況
を
踏

ま
え
て
、要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
昨
年
、
八
千
代
第
一
中
学
校

新
校
舎
が
竣
工
し
、
学
習
環
境
も

改
善
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
校
舎

に
付
随
す
る
体
育
館
の
老
朽
化
が

目
立
ち
ま
す
。

特
に
外
壁
に
つ
い
て
は
、
旧
校

舎
２
階
と
体
育
館
を
つ
な
い
で
い

た
渡
り
廊
下
を
撤
去
後
、
接
続
部

を
改
修
せ
ず
に
そ
の
ま
ま
の
状
態

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
雨
漏
り
な

ど
の
話
も
聞
い
て
お
り
、
全
体
的

な
改
修
が
必
要
で
は
あ
り
ま
す

が
、
先
行
し
て
外
壁
だ
け
で
も
改

修
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う

か
。

学
校
教
育
課
長

体
育
館
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昭
和
43
年
３
月
に
建

設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
外
壁
及
び
屋

根
な
ど
の
劣
化
に
よ
り
、
改
修
が

必
要
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

八
千
代
診
療
所
の
受
付
時
間
の
拡
充
に
つ
い
て

ま
た
、
平
成
26
年
度
に
行
わ
れ

た
旧
校
舎
の
解
体
工
事
に
伴
い
、

校
舎
と
体
育
館
を
つ
な
ぐ
渡
り
廊

下
が
撤
去
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
渡

り
廊
下
に
通
じ
る
ド
ア
が
体
育
館

の
壁
面
に
露
出
し
て
い
る
状
態
と

な
っ

て
い
ま
す
。

改
修
工
事
に
つ
い
て
は
、
足
場

等
の
仮
設
の
関
係
も
あ
り
、
効
率

的
な
施
工
を
考
慮
し
た
結
果
、
屋

根
及
び
外
壁
の
改
修
工
事
と
し
て

一
体
的
な
実
施
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
大
き
な
改
修
と
な
り
工
事
費

も
か
さ
む
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
実
施
計
画
事
業
に
計
上
し
、

早
期
事
業
実
施
に
向
け
ま
し
て
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

大久保 弘子議員

就
学
援
助
制
度
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
と
し
て
大
変
重
要
な
制

度
で
あ
り
ま
す
。
６
月
議
会
に
お

い
て
、
全
児
童
生
徒
へ
の
保
護
者

に
対
し
て
案
内
の
配
付
を
要
望
し

ま
し
た
が
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ

い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

ま
た
、
小
中
学
校
入
学
時
に
は

特
に
費
用
が
掛
か
る
た
め
、
入
学

準
備
金
を
入
学
前
に
前
倒
し
し
て

支
給
す
る
動
き
が
各
地
で
広
が
っ

て
い
ま
す
。
当
町
で
は
７
月
に
支

給
し
て
お
り
ま
す
が
、
認
定
基
準

を
前
々
年
の
所
得
に
基
づ
か
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
２
月
か
ら
３
月
に

前
倒
し
支
給
が
可
能
に
な
る
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課
長

支
援
制
度
の
周

知
は
、
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
毎
年

２
月
頃
に
町
の
広
報
紙
お
知
ら
せ

版
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

新
入
学
児
童
に
対
し
て
は
、
就
学

時
健
康
診
断
と
入
学
説
明
会
時
に

保
護
者
に
対
し
説
明
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
学
校
を
通
じ
ま
し

て
就
学
援
助
制
度
の
チ
ラ
シ
配
布

を
行
う
予
定
で
す
。

費
用
の
助
成
時
期
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
る
世
帯
の
経
済
的

状
況
を
客
観
的
に
把
握
す
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
町
民
税
の
課
税
状

況
や
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
状
況

等
を
確
認
し
、
認
定
基
準
に
基
づ

く
審
査
を
行
い
決
定
し
た
後
と

な
っ
て
お
り
、
現
状
で
は
５
月
の

審
査
認
定
、
７
月
に
第
１
回
目
の

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

支
給
と
な
っ

て
い
ま
す
。

前
倒
し
支
給
に
関
し
て
は
、
県

内
で
実
施
し
て
い
る
市
町
村
は
な

い
状
況
で
す
。
た
だ
、
他
県
で
は

先
進
的
に
支
給
す
る
自
治
体
も
出

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
支
給

を
行
っ
た
場
合
、
前
々
年
の
所
得

を
基
準
に
仮
判
定
す
る
と
６
月
の

所
得
の
判
定
の
際
に
変
更
が
生
じ

る
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た
、
２
、

３
月
に
支
給
し
た
場
合
、
そ
の
後

入
学
前
に
転
居
等
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
場
合
、
支
給

し
た
助
成
金
を
返
金
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
況

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
で

の
事
例
を
参
考
に
し
、
前
倒
し
支

給
に
関
し
て
更
に
研
究
し
て
ま
い

り
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
防
災
計
画
に
つ
い
て

安心して入学できるように
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平
成
29
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
新
組
織
体
制
で
は
、
部
長

が
１
課
か
ら
４
課
を
統
括
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
、
大
き
な
責
任
を

伴
い
ま
す
。
よ
り
幅
広
い
見
識
と

横
溢
し
た
気
力
等
を
備
え
る
人
材

お
う
い
つ

が
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

他
の
自
治
体
で
は
町
政
の
更
な

る
発
展
と
向
上
の
た
め
、
県
か
ら

職
員
を
招
へ
い
す
る
こ
と
で
、
町

の
活
性
化
や
行
政
能
力
の
向
上
、

福
祉
の
充
実
、
財
政
力
の
強
化
に

役
立
て
て
お
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
組
織
改
革
の

絶
好
の
時
で
あ
り
ま
す
。
県
と
の

連
携
を
深
め
、
密
に
す
る
た
め
に

も
県
か
ら
職
員
を
招
へ
い
す
る
こ

と
に
対
し
て
、
執
行
部
の
見
解
を

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

町

長

茨
城
県
に
お
き
ま
し
て

は
、
平
成
17
年
10
月
に「

市
町
村

と
の
人
事
交
流
方
針」

が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
針
に
お
け

る
人
事
交
流
の
方
法
と
し
て
、
県

職
員
の
副
市
町
村
長
や
部
課
長
ポ

ス
ト
等
へ
の
派
遣
や
、
県
職
員
と

市
町
村
職
員
と
の
対
等
相
互
交

流
、
ま
た
市
町
村
職
員
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
、
県
の
機
関
に
お

け
る
実
務
研
修
生
の
受
入
れ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
災
害
へ

の
対
応
と
い
う
観
点
か
ら
、
警
察

官
や
自
衛
官
の
Ｏ
Ｂ
を
受
入
れ
る

自
治
体
も
増
え
て
い
ま
す
。

県
職
員
の
副
町
長
や
部
課
長
ポ

ス
ト
等
へ
の
招
へ
い
や
、
実
務
研

修
生
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

県
職
員
の
招
へ
い
に
つ
い
て

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
整
備

に
つ
い
て
、
土
地
の
造
成
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

10
月
臨
時
会
に
お
い
て
、
県
が
整

備
す
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
約
束
し
た
書
類
等
は
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
整
備
に
取
り
掛
か
る
時

期
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
誘
致
に
係
る
費

用
負
担
に
つ
い
て
、
県
と
は
ど
の

よ
う
な
契
約
を
結
ん
で
あ
る
の
か

伺
い
ま
す
。

町

長

茨
城
県
開
発
公
社
と

は
、
工
業
団
地
開
発
事
業
に
関
す

る
協
定
書
と
覚
書
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
の
協
定
書
に
基
づ
き
ま
し

て
、
今
後
、
茨
城
県
開
発
公
社
と

共
同
で
、
企
業
の
誘
致
活
動
や
開

発
事
業
に
係
る
各
種
手
続
き
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
協
定
書
に
お
き
ま

し
て
、
開
発
事
業
区
域
に
お
け
る

用
地
に
つ
い
て
は
、
企
業
か
ら
の

買
取
り
申
出
を
受
け
、
開
発
行
為

の
許
可
後
に
、
茨
城
県
開
発
公
社

が
買
い
取
る
旨
の
条
項
が
入
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
土
地
売
買
の

仮
契
約
書
を
結
ぶ
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、金
額
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
開
発
公
社
と
協
議
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

整
備
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
各

種
手
続
、
造
成
工
事
を
考
慮
し
ま

す
と
、
約
20
カ
月
か
ら
24
カ
月
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
地
区
計
画
の
策
定
、
開
発
許

可
の
取
得
、
土
地
の
引
き
渡
し
、

敷
地
の
造
成
、
整
備
、
企
業
に
売

り
渡
し
、
立
地
企
業
の
建
設
と
な

鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地
の
企
業
誘
致
に
つ
い
て

県
と
の
密
接
な
関
係
が
構
築
さ

れ
、
事
業
の
推
進
や
連
携
、
さ
ら

に
は
職
員
の
育
成
な
ど
、
町
と
し

て
の
メ
リ
ッ

ト
も
大
き
な
も
の
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
、
町
の
重
要
事
業
や
施
策

な
ど
を
勘
案
し
た
中
で
、
県
職
員

の
派
遣
要
望
に
つ
き
ま
し
て
も
、

積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
八
千
代
町
行
政
組
織
設
置
条
例

に
つ
い
て

り
ま
す
が
、
企
業
へ
の
販
売
活
動

に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
29
年
１

月
か
ら
開
始
す
る
予
定
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

現
在
は
業
務
を
進
め
る
う
え
で

の
約
束
を
書
類
で
交
わ
し
て
お
り

ま
す
が
、
鏡
ケ
池
ゴ
ル
フ
場
跡
地

の
買
収
価
格
、
管
理
費
、
整
備
費

な
ど
費
用
の
分
担
に
関
す
る
事
項

に
つ
い
て
は
、
両
者
協
議
を
進
め

て
い
る
状
況
で
す
。

町
長
の
任
期
は
、
あ
と
２
年
１

カ
月
で
あ
り
ま
す
が
、
企
業
誘
致

の
実
現
は
町
民
・
議
会
と
の
約
束

で
す
。
町
長
現
職
の
う
ち
に
企
業

進
出
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
伺
い
ま
す
。

町

長

県
開
発
公
社
と
共
同
で

企
業
誘
致
活
動
を
進
め
る
方
針
で

す
。
開
発
公
社
側
も
、
知
事
か
ら

特
段
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
よ
う
、

指
示
を
受
け
て
い
る
状
況
で
す
。

町
と
し
て
は
、
地
域
性
や
立
地

条
件
で
独
自
の
戦
略
的
誘
致
活
動

が
で
き
る
よ
う
、
県
開
発
公
社
の

保
有
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
援
助
を

受
け
、
是
が
非
で
も
、
私
の
任
期

中
に
企
業
の
誘
致
が
実
現
で
き
る

よ
う
努
力
す
る
所
存
で
す
。

※
そ
の
他
の
質
問

・
共
済
組
合
西
側
町
有
地
に
つ
い
て

・
八
千
代
町
の
学
校
教
育
に
つ
い
て

より良い組織改革を
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去
る
10
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
３
日
間
、
石
川
県
津
幡
町
、
輪
島
市

及
び
富
山
県
高
岡
市
を
研
修
視
察
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

初
日
に
訪
問
し
た
津
幡
町
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
掛
け
る
べ

く
子
育
て
世
代
の
人
口
増
加
を
図
る
た
め
に
様
々
な
定
住
促
進
の
取
組
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
多
額
の
補
助
金
を
支
給
し
て
で
も
定
住
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
税
収
の
増
加
が
望
め
る
ほ
か
、
活
力
と
賑
わ
い
の
創
出
・
地
域

産
業
の
発
展
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
向
上
な
ど
人
口
増
加
が
も
た
ら
す

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
確
信
し
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

２
日
目
に
訪
問
し
た
道
の
駅
千
枚
田
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
は
、
自
治
体
と

道
路
管
理
者
が
連
携
し
て
設
置
す
る
道
の
駅
の
中
で
も
ア
ク
セ
ス
が
非
常

に
よ
く
、
か
つ
著
名
な
観
光
資
源
を
利
用
し
て
成
功
し
た
好
例
と
言
え
る

も
の
で
し
た
。

３
日
目
に
は
、
高
岡
市
に
あ
る
瑞
龍
寺
を
視
察
し
ま
し
た
。
昭
和
60
年

か
ら
10
年
の
歳
月
を
か
け
て
行
っ

た
寺
の
大
改
修
に
お
い
て
、
多
額
の
改

修
費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
一
度
は
断
ら
れ
な
が
ら
も
粘
り
強
く
交
渉

を
続
け
、
市
や
県
か
ら
寄
付
金
集
め
の
協
力
を
取
り
付
け
る
こ
と
に
成
功

し
た
そ
う
で
す
。
そ
の
こ
と
が
後
の
民
間
か
ら
の
多
数
の
大
口
寄
付
に
も

つ
な
が
り
寺
の
大
改
修
を
実
現
し
、更
に
は
平
成
９
年
の
国
宝
指
定
に
至
っ

た
と
の
話
に
深
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

今
後
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
、今
回
の
研
修
成
果
を
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

那珂川町議会議員の皆さんと

去
る
11
月
５
日
か
ら
６
日
に
、
栃
木
県
那
珂
川
町
議
会
に
お
い
て
議
会

基
本
条
例
及
び
議
員
政
治
倫
理
条
例
・
議
員
報
告
会
に
つ
い
て
と
、
議
会

だ
よ
り
編
集
に
つ
い
て
研
修
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

議
会
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
協

議
を
重
ね
、
平
成
26
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
条
例
制
定
に
至
り
、
４
月

か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
条
例
は
、
議
会
の
役
割
や
責
務
と
権
限
を
明

示
し
、
高
い
志
を
も
っ
て
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
改
革
を
進
め
る
た
め
、
議
会

の
最
高
規
範
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
議
会
と
し
て
説
明
責
任
を
果
た
し
、
さ
ら
に
町
民
の
多
様
な
ご

意
見
を
伺
う
場
と
し
て
、
議
員
報
告
会
を
年
１
回
以
上
開
催
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
年
代
の
方
に
手
に
と
っ
て
い

た
だ
く
よ
う
表
紙
に
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
委
員
自
ら
撮
影
取
材
を
行
っ
て

い
る
こ
と
や
一
般
質
問
を
し
た
議
員
自
身
が
原
稿
を
作
成
す
る
な
ど
熱
心

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
町
民
の
方
、
５
名
を
議
会
広
報
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
委
嘱
し
、
貴
重
な
ご
意
見
等
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
誰
に

で
も
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
の
あ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て
お
ら
れ

ま
し
た
。

今
回
の
研
修
成
果
を
、
今
後
の
議
会
運
営
、
議
会
だ
よ
り
作
成
及
び
議

会
広
報
活
動
に
十
分
活
か
し
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼
に
応
え
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
議
会
議
員
全
体
研
修
視
察
報
告

○
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
合
同
研
修
視
察
報
告那珂川町での研修

津幡町庁舎前にて

津幡町での研修

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か
？

よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
、
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
議
会
傍
聴
や
施
設

見
学
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
や
学
校
の
社
会
科
見
学

な
ど
に
お
取
り
入
れ
く
だ
さ
い
。

次
の
定
例
会
は
３
月
に
行
い
ま

す
。
詳
し
い
日
程
は
２
月
下
旬
に

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

【

問
い
合
わ
せ】

議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ（

48）

１
１
１
１

内
線
４
１
１
０

受付簿に住所と氏名を記入し

傍聴券を取り入場してください

八千代一中生７名が

議場の見学に来てくれました
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人のうごき １月１日現在

人 口 22,763人 （1111）

男 11,857人 （921）

女 10,906人 （190）

世帯数 7,530世帯 （943）

（ ）内は外国人で内数「八菜丸」
は な まる

町イメージキャラクター

○優良婦人消防隊

さわきこども園女性消防隊

茨城県知事表彰

○功労章

団長 小菅康司

茨城県消防協会会長表彰

○優良分団

第１分団

八千代町長表彰

○優良団員

第１分団 班長 飯ケ谷重男

第２分団 班長 小野崎肇

第４分団 副分団長 秋葉邦広

第５分団 部長 中山好夫

第６分団 副分団長 片平徹

第７分団 部長 生井康夫

○優良分団

第１分団

内閣総理大臣表彰

○防災功労者表彰

八千代町消防団

消防庁長官表彰

○防災功労者表彰

八千代町消防団

○竿頭綬

茨城西南地方広域市町村圏事務組

合消防本部・八千代町消防団

国土交通省関東地方整備局局長表彰

○水防功労者表彰

八千代町消防団

全国水防管理団体連合会会長表彰

○水防功労者表彰

八千代町消防団

日本消防協会会長表彰

○勤続章

団長 小菅康司

（敬称略）

○防火運動推進指導者

さわきこども園 小島麻依

八千代町消防団長表彰

○優良団員

第１分団 団員 中島茂

第２分団 団員 赤塚智史

第２分団 団員 松田一真

第３分団 班長 為我井将司

第４分団 班長 大里将史

第４分団 班長 水書諭
さとし

第５分団 団員 坂入朝規
とものり

第５分団 団員 野村直樹

第６分団 部長 嶌田俊之

第６分団 班長 太田一徳

第７分団 団員 澤木宏至

第７分団 団員 小菅正巳

平成29年消防出初式

１月14日、役場庁庭や中央公民館を会場

に八千代町消防出初式が開催されました。出

初式には、町消防団員や西南広域八千代分

署員、幼年消防隊の園児などが参加しました。

第１会場の役場庁庭では、消防団員と分

署員の人員、姿勢、服装の点検や分列行進、

幼年消防隊による防火パレードなどが行わ

れました。防火パレードでは、「火遊びは絶

対にしません」と子どもたちが元気いっぱ

いの大きな声で防火の誓いを唱和しました。

第２会場の中央公民館西側駐車場では、７

台の消防車による放水試験が行われ、日頃

の訓練の成果を披露しました。

第３会場の中央公民館では、表彰の伝達

および授与が行われ、町消防団が防災功労

者として内閣総理大臣表彰を受けたほか、消

防活動に貢献した方々に表彰状が贈られま

した。


